
　　　　　

大
谷
翔
平
な
ど
数
多
く
の

日
本
人
選
手
が
世
界
で
大
活
躍
し
皆
の
心
を
躍
ら

せ
て
い
る
中
、皆
様
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
F1
レ
ー
サ
ー
は
世
界
で
二
十
四

人
と
い
う
極
端
に
狭
き
門
で
あ
る
中
、昨
シ
ー
ズ
ン

よ
り
七
年
振
り
に
角
田
裕
毅
と
い
う
日
本
人
ド
ラ

イ
バ
ー
が
参
戦
し
て
い
る
。
こ
の
二
十
四
人
に
日
本

人
が
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。ま
た
、

F1
は
運
営
費
も
破
格
で
あ
り
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
な
る

と
六
〇
〇
億
円
を
超
え
、有
名
な
ミ
ハ
エ
ル・
シ
ュ
ー

マ
ッ
ハ
の
現
役
時
代
の
年
俸
は
一
〇
〇
億
円
以
上
と

い
わ
れ
る
。
自
動
車
が
誕
生
し
た
の
は
約
二
五
〇

年
前
で
一
般
に
普
及
し
始
め
た
の
は
一
〇
〇
年
前

程
で
あ
る
。
自
動
車
は
時
速
一
〇
〇
㎞
を
超
え
る

速
さ
を
手
に
入
れ
た
が
、一
〇
〇
年
で
は
そ
の
速
さ

に
人
間
が
対
応
出
来
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る
中
、現

在
時
速
三
〇
〇
㎞
を
超
え
る
世
界
で
戦
っ
て
い
る
F1

レ
ー
サ
ー
に
は
驚
嘆
す
る
。
自
動
運
転
等
の
技
術

が
進
化
す
る
中
、我
々
は
F1
レ
ー
サ
ー
の
よ
う
に
そ

れ
を
活
か
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
悲
し
い
こ
と
に
交

通
事
故
は
減
っ
て
も
、
無
く
な
っ
て
は
い
な
い
。
進

化
す
る
自
動
車
技
術
を
制
御
す
る
の
も
一
般
の
ド

ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
、そ
の
心
持
次
第
で
あ
る
。
我
々

神
主
は
日
々
皆
様
の
交
通
安
全
祈
願
祭
を
奉
仕
し

て
い
る
。
ど
う
か
大
神
様
の
御
加
護
が
あ
り
ま
す

よ
う
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。	

（
宗
）

秋
季
大
祭

宗
像
国
際
環
境
会
議
・
豊
饒
祭

神
宝
館
特
別
展

沖
ノ
島
清
掃
奉
仕

神
宝
館
だ
よ
り
・
み
こ
こ
ろ

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名

3・245５677

　
目
　
次

令
和
四
年  

神か
ん
な
づ
き

無
月
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みあれ祭

高宮神奈備祭 翁舞

十
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
秋
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ

る
。昨

年
、一
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
、

秋
季
大
祭
諸
祭
典
・
神
賑
行
事
に
つ
い
て
、
行
程
の

変
更
・
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
特
に
秋
季
大
祭

の
幕
開
け
を
飾
る「
み
あ
れ
祭
」は
、密
を
避
け
る
感

染
対
策
の
為
、御
座
船
二
隻
、先
導
船
二
隻
で
の
海

上
神
幸
と
な
り
、輦
台
を
担
い
で
の
陸
上
神
幸
も
中

止
さ
れ
た
。

本
年
の
秋
季
大
祭
に
際
し
て
は
、未
だ
に
コ
ロ
ナ
の

終
息
に
は
程
遠
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
社
内
・
関
係

団
体
等
で
会
議
を
開
き
、な
る
べ
く
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

状
態
に
戻
し
、全
祭
典
行
事
が
執
り
行
え
る
よ
う
議

論
を
重
ね
た
。

み
あ
れ
祭
に
関
し
て
は
、
感
染
対
策
を
取
っ
た
上

で
、御
座
船
・
先
導
船
・
供
奉
船
等
各
奉
仕
船
が
出

港
し
、三
年
ぶ
り
に
勇
壮
な
海
上
絵
巻
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
又
、陸
上
神
幸
も
若
干
の
変
更
は
あ
る
も

の
の
、概
ね
例
年
通
り
行
う
事
と
な
っ
た
。

当
社
の
年
間
最
重
儀
た
る
例
祭
が
斎
行
さ
れ
る
二

日
は
、神
賑
行
事
と
し
て「
流
鏑
馬
神
事
」、喜
多
流

「
翁
舞
」の
奉
納
も
例
年
通
り
行
い
、三
日
の
高
宮
神

奈
備
祭
を
以
っ
て
秋
季
大
祭
の
幕
を
閉
じ
る
。

秋 

季 

大 

祭

秋季大祭



今
年
で
、
九
回
目
を
迎
え
る
宗
像
国
際
環
境
会

議
。
十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の
三
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
同
会
議
で
提
言
し
続
け
て
い
る「
常
若
」。

こ
れ
は
日
本
人
の
自
然
観
・
文
化
文
明
論
か
ら
見
い

だ
せ
る
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
示
唆
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
中
心
に
据
え
、多
様
な
業
界
か
ら
有
識
者
に
ご

出
演
い
た
だ
き
三
日
間
で
九
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
し
、議
論
し
て
い
た
だ
く
。

初
日（
二
十
六
日
）は
、世
界
遺
産
と
環
境
問
題
、

そ
し
て
海
の
変
化
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

二
日
目（
二
十
七
日
）は
環
境
問
題
の
現
状
を
認
識

し
、
現
代
の
技
術
を
も
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
。
そ
し
て
新
し
い
社
会
の
仕
組

み
作
り
に
つ
い
て
の
議
論
。
三
日
目（
二
十
八
日
）は

資
本
主
義
社
会
の
な
か
で
、生
命
の
源
で
あ
る
自
然

と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
な
の
か
を
考
え
、
海

岸
清
掃
と
竹
漁
礁
作
り
を
行
う
。

ま
た
期
間
中
は
、地
元
中
高
生
向
け
の
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
開
講
さ
れ
、世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

様
々
な
分
野
の
講
師
陣
に
よ
る
特
別
講
話
を
通
じ
て
、

多
様
な
文
化
、価
値
観
を
受
容
し
、国
際
的
な
視
野

を
持
っ
た
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
の
申
し
込
み
は

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

宗
像
国
際
環
境
会
議

https://w
w
w
.m
unakata-eco.jp/

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
九
日
、天
皇
皇
后
両
陛
下

御
臨
席
の
も
と
、
宗
像
市
に
て
開
催
さ
れ
た
第

三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
福
岡
大
会
。

宗
像
の
有
史
以
来
、初
め
て
の
こ
の
慶
事
を
継
承
す

べ
く
、当
社
で
は
毎
年
十
月
二
十
九
日
を「
豊
饒
祭(

ほ

う
じ
ょ
う
さ
い)

」と
い
う
祭
日
、
記
念
日
と
し
、
豊

か
な
海
、山
、川
、田
畑
を
願
う
日
と
し
て
、後
世
に

伝
え
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
に
併
せ
、豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
た

め
に
整
備
さ
れ
た
鐘
崎
漁
港
に
て
、水
産
資
源
の
保

護
・
管
理
の
大
切
さ
を
広
く
伝
え
る
た
め
、豊
饒
の

海
を
願
う
稚
魚
の
放
流
行
事
も
行
っ
て
い
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
九
日（
土
）

豊
饒
祭	

十
一
時	

宗
像
大
社
辺
津
宮	

稚
魚
放
流
行
事

	

十
二
時
三
〇
分
　
鐘
崎
漁
港
御
製
碑
前

第
九
回	

宗
像
国
際
環
境
会
議

	
『	
常
若
　
生い

の

ち命
の
源
泉	

』

豊
か
な
自
然
を
願
っ
て

　
豊	

	

饒	
	

祭

宗像国際環境会議・豊饒祭
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十
月
一
日
、
当
社
神
宝
館
に
お
い
て
特
別
展「
造

心
　
唐
津
焼
中
里
太
郎
右
衛
門
展
」が
開
幕
し
た
。

本
特
別
展
で
は「
古
唐
津
」か
ら
十
四
代（
当
代
）

ま
で
の
中
里
家
に
伝
わ
る
歴
代
の
作
品
約
五
十
点
を

一
堂
に
展
示
す
る
。

約
一
三
〇
〇
年
前
の
国
宝
を
現
代
に
見
事
に
蘇
ら

せ
た
歴
代
の
中
里
太
郎
右
衛
門
に
受
け
継
が
れ
た

「
造
心
」を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

期
　
間

第
一
期	

令
和
四
年
十
月
一
日
～
令
和
四
年
十
二
月
四
日

第
二
期	

令
和
四
年
十
二
月
七
日
～
令
和
五
年
二
月
五
日

※
十
二
月
五・六
日
は
展
示
替
の
為
、三
階
を
閉
鎖
し
ま
す
。

	

場
　
所
　
　
宗
像
大
社
神
宝
館
三
階

唐
津
焼

唐
津
焼
は
、桃
山
時
代
か
ら
肥
前
地
区
一
帯
で
作

ら
れ
た
陶
器
の
総
称
。
慶
長
年
間（
一
五
九
六
～

一
六
一
五
）に
は
最
盛
期
を
迎
え
る
が
、そ
の
後
窯
数

が
減
少
し
、一
部
の
御
用
窯
で
継
続
さ
れ
て
き
た
。

江
戸
時
代
に
は
、藩
命
で
御
用
窯
が
坊
主
町
か
ら

唐
人
町（
現
在
の
中
里
太
郎
右
衛
門
陶
房
の
敷
地
内
）

に
移
さ
れ
、そ
こ
か
ら
将
軍
家
な
ど
に
献
上
さ
れ
た

た
め
、装
飾
性
が
高
い
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
へ
と
変
化
し

「
献
上
唐
津
」と
称
さ
れ
て
き
た
。

明
治
以
降
は
藩
の
庇
護
を
失
い
衰
退
し
ま
す
が
、

十
一
代
中
里
天
祐
の
細
工
物
の
置
物
な
ど
が
唐
津
焼

と
し
て
作
ら
れ
、昭
和
初
期
に
は
、十
二
代
中
里
太

郎
右
衛
門
が
古
唐
津
の
古
窯
跡
か
ら
そ
の
技
法
を
復

活
さ
せ
、唐
津
焼
が
再
び
勢
い
を
見
せ
る
。

中
里
無
庵（
十
二
代
）は
唐
津
焼
の
復
興
が
評
価
さ

れ
、重
要
無
形
文
化
財（
人
間
国
宝
）に
認
定
。
中
里

逢
庵（
十
三
代
）は
芸
術
性
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
、日

本
芸
術
院
会
員
に
就
任
。
現
在
は
、十
四
代
中
里
太

郎
右
衛
門
に
そ
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

八
月
三
十
日（
火
）宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
に
よ

る
恒
例
の
沖
ノ
島
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
た
、会
長
中

野
順
氏
ほ
か
会
員
十
六
名
は
午
前
十
時
に
来
島
し
、

参
拝
の
後
、社
務
所
の
外
壁
塗
装
や
参
道
の
清
掃
を

ご
奉
仕
頂
い
た
。
過
去
に
は
現
地
大
祭
が
斎
行
さ
れ

て
い
た
五
月
に
行
っ
て
い
た
も
の
の
、今
年
度
は
秋
季

大
祭
の
神
様
迎
え
神
事
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
綺

麗
に
な
っ
た
境
内
の
中
、
粛
々
と
神
事
が
執
り
行
わ

れ
、秋
季
大
祭
を
迎
え
る
事
と
な
る
。
暑
く
お
忙
し

い
中
、平
日
に
も
関
わ
ら
ず
ご
奉
仕
を
頂
い
た
会
員

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

神
宝
館
特
別
展	

造
心	

―	

つ
く
る
こ
こ
ろ

沖
ノ
島
清
掃
奉
仕

宗
像
大
社
神
宝
館
特
別
展

午
前
九
時∼

午
後
四
時
半

最
終
入
館

午
後
四
時

※

十
二
月
五
・
六
日
は
展
示
替
え
の
為

閉
鎖
致
し
ま
す

中

里

家

へ

伝

わ

る

歴

代

作

品

を

展

示

宗像大社神宝館 階展示室 福岡県宗像市田島
拝観料（施設維持協力金）一般 円、高・大生 円、小・中生 円

中
里
太
郎
右
衛
門

展

造心
唐
津
焼

虎
代 中里天祐 作 大正初期

奥高麗茶盌 銘 蓬萊山
窯不明 世紀

宗像大社「沖ノ島」【国宝】 奈良三彩小壺
（復元作品） 14代 中里太郎右衛門 作

献上唐津竹梅文重箱
唐人町御茶盌窯 世紀

Festival”TOKOWAKA ART INOVATION”

第
一
期

令
和
四
年

十
月
一
日
～
令
和
四
年
十
二
月
四
日

第
二
期

令
和
四
年
十
二
月
七
日
～
令
和
五
年

二
月
五
日

主催 宗像大社/宗像国際環境会議実行委員会/文化庁/独立行政法人日本芸術文化振興会
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神宝館特別展・沖ノ島清掃奉仕
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筑ち
く 

前ぜ
ん 

国こ
く 

司し 
庁ち

ょ
う 
宣ぜ

ん

社し
ゃ 

殿で
ん 

造ぞ
う 

営え
い 

の 

記 
録

社
殿
の
造
営
や
修
繕
に
は
、当
然
な
が
ら
そ
の
費

用
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
先
に
取
り
上
げ
た
よ
う

に
、宗
像
社
で
は
時
に
幕
府
の
補
助
等
も
受
け
な
が

ら
造
営
を
執
り
行
っ
て
き
た
。

古
く
、当
社
の
修
理
料
の
一
部
は「
寄よ

り
も
の物

」で
賄
わ

れ
て
き
た
。「
寄
物
」と
は
遭
難
船
か
ら
流
失
し
た

漂
流
物
、漂
着
物
等
の
こ
と
。
寄
物
の
取
得
権
は
芦あ

し

屋や

津（
現
・
遠
賀
郡
芦
屋
町
）か
ら
新し

ん
ぐ
う宮
浜（
現
・
糟

屋
郡
新
宮
町
）ま
で
と
さ
れ
、広
範
囲
に
及
ぶ
宗
像

社
の
権
威
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
寄
物
の
取
得
や

利
用
は
、寛か

ん
ぎ喜

元（
一
二
二
九
）年
頃
、鐘か

ね
ざ
き崎

に
海
難

防
止
の
た
め
の
孤
島
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
際

に
朝
廷
よ
り
停
止
さ
せ
ら
れ
た
。

史
料
は
そ
の
後
、寛
喜
三
年
に
出
さ
れ
た
筑
前
国

司
庁
宣
で
あ
る
。
国
司
庁
宣
は
、口
頭
で
出
さ
れ
た

命
令（「
宣
」）を
国
守
か
ら
配
下
の
国
司
や
在
庁
官

人（
現
地
の
政
庁
で
行
政
の
実
務
を
担
っ
た
役
人
）等

に
伝
え
る
文
書
。
内
容
は「
曲

ま
が
り

村
田
四
十
町
」を
宗

像
社
の
修
理
料
所
に
充
て
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

曲
村
は
現
在
の
宗
像
市
曲
付
近
。
こ
の
修
理
料
所
は

寄
物
の
利
用
を
禁
じ
た
代
わ
り
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、

権
益
を
奪
う
ば
か
り
で
な
く
、そ
の
補
填
も
行
わ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
宗
像
社
は
末
社
も
七
十
五
社
も
あ
り
、そ
も

そ
も
東と

う
ご
う郷

の
百
五
十
町
分
を
お
願
い
し
た
の
に
、と
い

う
不
満
も
他
の
史
料
に
表
れ
て
い
る
。寄
物
の
取
得
も

実
際
に
は
戦
国
期
ま
で
続
い
て
い
る
な
ど
、必
要
な
造

営
費
を
確
保
す
る
た
め
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。（
津
）

神
宝
館
だ
よ
り
66

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・みこころ

暑
さ
も
和
ら
ぎ
爽
や
か
な
秋
風
の
吹
く
過
ご
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
当
社
で
は
、
十
月
一
日
か

ら
三
日
間
、
秋
季
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
秋
季

大
祭
は
五
穀
豊
穣
と
海
上
安
全
・
豊
漁
を
感
謝
す
る

お
祭
り
で
す
。
三
年
ぶ
り
に
例
年
通
り
の
斎
行
と
な

る
秋
季
大
祭
に
向
け
て
、
皆
様
に
快
く
参
拝
し
て
頂

け
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
▼
去
年
よ
り

も
慌
し
く
な
っ
た
こ
の
時
期
は
、ど
こ
か
嬉
し
く
新
鮮

な
気
持
ち
で
準
備
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
今
年
度
で
入
社
し
て
二
年
目
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍

で
の
入
社
と
な
り
ま
だ
経
験
出
来
て
い
な
い
こ
と
が

沢
山
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い

る
今
、祭
典
行
事
・
舞
奉
仕
を
行
う
機
会
が
増
え
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
丁
寧
な
所
作
を
心
が
け

奉
仕
を
行
い
、
今
後
沢
山
の
方
々
と
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。	

（
三
）



ラ
ン
ド
セ
ル
が
ま
る
で
歩
い
て
ゐ
る
や
う
な
感
じ
の
す
な
り
小
学
一
年
生	

佐
々
木
和
彦

微
笑
ま
し
い
情
景
だ
。
小
学
一
年
生
と
作
者
の
関
係
（
孫
な
ど
）
が
分
か
る
と
更
に
作
者
の
気
持
ち
に

添
っ
て
読
め
る
だ
ろ
う
。

友
と
い
る
交
歓
で
し
ょ
う
透
き
と
お
る
流
れ
に
鮎
は
泳
い
で
い
ま
す	

山
﨑
　
公
俊

清
流
に
棲
む
鮎
が
楽
し
そ
う
に
見
え
た
の
は
作
者
が
コ
ロ
ナ
禍
で
友
人
と
会
う
機
会
が
減
っ
て
い
る
か

ら
だ
ろ
う
か
。
三
．
四
句
の
水
の
描
写
が
的
確
で
快
い
。

海
風
に
島
の
歴
史
が
駆
登
る
砲
台
跡
に
た
つ
草
く
さ
い
き
れ熱	

早
川
　
祥
三

砲
台
跡
の
夏
草
に
島
の
歴
史
を
思
っ
た
作
者
。
三
句
の
「
駈
登
る
」
は
や
や
無
理
が
あ
る
の
で
〈
よ
み

が
え
る
〉
あ
る
い
は
二
句
か
ら
〈
～
歴
史
を
思
い
た
り
〉
と
し
て
は
。

毬
栗
を
鍋な
べ

で
煮に

な
が
ら
弾は
じ

く
音お
と

栗く
り

の
旨う
ま

さ
は
九
月
の
味
よ	

秋
𠮷
　
嘉
範

「
栗
の
旨
さ
は
九
月
の
味
」
と
い
う
栗
好
き
ら
し
い
発
見
が
良
い
。
毬
ご
と
茹
で
る
わ
け
で
は
な
い
と

思
う
の
で
初
句
・
二
句
を
〈
毬
を
出
て
鍋
で
煮
ら
れ
て
〉
と
し
て
は
。

雨
あ
が
り
庭
木
に
ひ
そ
む
蜘
蛛
の
巣
は
朝
陽
を
う
け
て
テ
ィ
ア
ラ
と
な
り
ぬ	

東
　
　
雅
子

滴
を
ま
と
う
雨
後
の
蜘
蛛
の
巣
が
美
し
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
二
句「
庭
木
に
ひ
そ
む
」は〈
～
に
か
か
る
〉

と
あ
っ
さ
り
詠
む
方
が
「
テ
ィ
ア
ラ
と
な
り
ぬ
」
が
引
き
立
つ
だ
ろ
う
。

炎
天
下
白
い
日
傘
の
よ
う
に
咲
く
初は
つ
ゆ
き
そ
う

雪
草
は
初
盆
の
使
者	

本
田
エ
リ
ナ

母
の
初
盆
を
迎
え
た
作
者
。
初
雪
草
が
お
盆
が
近
づ
い
た
こ
と
を
教
え
る
の
だ
。
作
者
は
初
盆
に
意
味

を
感
じ
て
い
る
の
だ
と
思
う
が
結
句
を
〈
お
盆
の
先
触
れ
〉
と
し
て
も
い
い
。

硬
貨
出
す
手
間
を
い
と
い
て
増
す
重
さ
気
づ
き
て
お
れ
ど
又
札
を
出
す	

吉
﨑
美
沙
子

買
い
物
で
端
数
を
硬
貨
で
出
す
と
釣
リ
銭
で
財
布
が
重
く
な
ら
ず
に
済
む
の
だ
が
、
億
劫
で
つ
い
お
札

を
出
す
作
者
。
少
し
お
疲
れ
気
味
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
ご
自
愛
を
。

松
璨
璨
と
紫
陽
花
寺
の
花
手
水	

早
川
　
祥
三

台
風
が
過
ぎ
た
る
街
の
風
す
ず
し
酷
暑
の
日
か
ら
十
日
経
た
ね
ど

コ
ロ
ナ
禍
で
人
出
す
く
な
き
天
神
の
橡
の
葉
ゆ
ら
す
は
つ
あ
き
の
風

◆ 

選 

者 

詠

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選
　
■
毎
月
25
日
〆
切（
順
不
同
）

第
７
３
４
回

第
７
０
４
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
令
和
四
年
八
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

七
〇
、〇
〇
〇
円

堺
　
市	

大
谷
の
り
子	

三
〇
、〇
〇
〇
円

福
岡
市	

大
神
　
文
三	

一
〇
、〇
〇
〇
円

知
立
市	

加
藤
　
久
和

名
古
屋
市	

安
田
　
道
弘

宗
像
市	

中
西
　
常
道	

五
、〇
〇
〇
円

市
川
市	

万
歳
　
裕
之

神
埼
市	

齊
藤
　
好
昭

熊
本
市	

喰
田
　
克
哉

合
志
市	

松
林
　
雅
嗣

合
志
市	

木
柑
子
　
勝

長
崎
市	

峯
　
富
美
子

西
彼
杵
郡	

土
井
　
和
弘

広
島
市	

澤
村
　
享
子

広
島
市	

大
友
　
愛
理

福
岡
市	

清
田
　
光
彦

福
岡
市	

石
川
　
祐
二

福
岡
市	

龍
崎
　
美
香

和
歌
山
市	

佃
　
　
俊
雄

和
歌
山
市	

佃
　
　
理
予	

三
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

福
地
　
昭
義

豊
中
市	

中
井
　
朗
代	

二
、〇
〇
〇
円

尼
崎
市	

茂
利
田
　
健

藤
井
寺
市	

巳
波
　
節
子

築
上
郡	

入
江
聖
奈
子

名
古
屋
市	

高
松
　
　
正

西
宮
市	

前
川
　
千
景

福
岡
市	

中
元
千
代
美

箕
面
市	

五
十
嵐
典
子
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先
月
九
州
に
上
陸
し
、
そ
の
後
本
州

を
縦
断
し
た
台
風
十
四
号
。
超
大
型
台
風
と
し
て
上
陸
し
た

各
地
で
大
風
や
大
雨
、
沿
岸
部
で
は
高
潮
な
ど
の
猛
烈
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
▼
福
岡
県
は
九
月
十
八
日
・
十
九
日

で
最
接
近
・
上
陸
し
た
。
私
は
、
沖
ノ
島
勤
務
し
て
い
た

が
最
初
に
抱
い
た
感
情
は
「
恐
怖
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
異
常
が
な
か
っ
た
時
の
「
安
堵

感
」
は
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
無
い
も
の
で
あ
っ
た
▼

「
ジ
オ
ス
ト
ー
ム
」
と
い
う
洋
画
を
ふ
と
思
い
出
し
た
。
異

常
気
象
や
自
然
災
害
に
対
処
す
べ
く
人
類
が
協
力
し
て
気

候
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
衛
星
を
開
発
す
る
が
、
衛
星
そ
の
も

の
が
暴
走
を
は
じ
め
大
災
害
が
頻
発
し
、
開
発
者
の
科
学

者
が
宇
宙
へ
飛
び
解
決
し
て
い
く
。
と
い
う
話
で
あ
る
▼

映
画
の
世
界
で
は
あ
る
が
、
最
新
の
技
術
を
も
っ
て
し
て

も
気
象
や
そ
の
他
自
然
界
の
現
象
に
は
、
未
だ
明
か
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
、
人
間
の
力
の
及
ば
な
い
部
分
が

多
く
あ
る
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
▼
自
然
の
恵
み
を
受
け
、

そ
の
中
で
「
生
き
て
い
る
」
で
は
な
く
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」

を
身
を
も
っ
て
勉
強
し
た
沖
ノ
島
勤
務
で
あ
っ
た
。	

（
黒
）

編
集
後
記

10月 まつりごよみ
───────────────────────────
1日	 みあれ祭・辺津宮入御祭　
────────────────────　
2日	 例祭	 午前11時
────────────────────
3日	 高宮祭、第二宮第三宮祭
	 宗像護国神社秋季大祭	午前10時
	 秋季総社祭	 午前11時
	 南坊流献茶祭	 午後	2	時
	 高宮神奈備祭	 午後	6	時
────────────────────
10日	 沖津宮秋季大祭	 午前	9	時
	 中津宮秋季大祭	 午前11時
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
17日	 表千家　献茶祭	 午前11時
────────────────────
29日	 豊饒祭	 午前11時
────────────────────
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